
筑大広報第 05-232 号 

平成１８年２月１７日 

筑波研究学園都市記者会 御中 

筑 波 大 学 

 

「大学の協力による，つくば市における子育て支援ネットワークの構築」に係る報告・

パネルディスカッションの開催について 

 

筑波大学では，平成 16年度より「筑波大学社会貢献プロジェクト」により，社会貢献

活動を行っています。 

平成 16・17 年度採択の社会貢献プロジェクトのうち，標記課題（代表者 飯田浩之・

人間総合科学研究科助教授）の成果報告と，それに基づくパネルディスカッションを，

同プロジェクトが連携しています「つくば市子育て広場事業」と共同して，広く市民の

皆さんを対象に開催しますので，お知らせします。 

記 

テ ー マ 「子育てのわ 2006－つどい，つなぐ，つくばの子育て・子育て支援－」 

「プロジェクト」と「事業」の成果を報告するとともに，それを踏まえて，広く市民の皆さんと

ともに，つくば市の子育て・子育て支援の在り方を考えるパネルディスカッションを行います。また，

活動の成果として「子育て支援ネットワーク かるがも・ねっと」を正式に発足させ，子育て支援の

活動をしている機関・団体・グループ・個人に参加を呼びかけます。 

日  時：平成１８年３月４日（土）１３：３０～１７：００ 

会  場：筑波大学総合研究棟Ｄ棟１階 公開講義室 

開 催 者：主催 筑波大学／つくば子育て広場 

     後援 つくば市／つくば市教育委員会／つくば市社会福祉協議会 

対  象：つくば市で子育て支援活動をしている機関・団体・グループの構成員及び個

人／子育てをしている保護者他，子育て支援に関心をもつ市民の皆さん 

プログラム：・成果報告 こんなサークルに出会えてよかった！／つくばスタイルの子育て支援！ 

・ティー・タイム 交流の時間 

・パネルディスカッション－「子育ち」の場づくりをめざして－ 

・「つくば市子育て支援ネットワーク かるがも・ねっと」発足会 

参 加 費：無料 

問い合わせ：筑波大学人間総合科学研究科共生教育学（教育社会学）研究室  

TEL/FAX  029-853-4599（飯田），029-853-4829（調査室） 

E-mail：hiroiida@sakura.cc.tsukuba.ac.jp 

 

連絡先：筑波大学総務・企画部企画課：電話 ０２９－８５３－２０５５ 

筑波大学総務・企画部広報課：電話 ０２９－８５３－２０４０ 

 

添付資料：１）「子育てのわ ２００６」ポスター，チラシ 

２）プロジェクト協力編集『つくば市子育て便利帳 子育てのわ』『同 マップ』 

(市庁舎・保健センター等で市民に配付します） 

 

 



筑波大学社会貢献プロジェクト「大学の協力による，つくば市における 

子育て支援ネットワークの構築」と「子育てのわ 2006」について 

 

つくば市には，子育て支援に携わる機関・団体・グループがたくさんあります。しか

し，それらの機関・団体・グループは，各々が個別に活動していて，結びつきに欠けて

います。また，市の中心部（学園都市部）に偏って所在しています。そのため，持てる

力を十分に発揮できず，必要とする支援を十分に提供できずにいます。 

 

そうしたなか，平成 15年度から３年度計画で，つくば市の「子育て広場事業」が始ま

りました。この事業によって，子育て支援を行っている６つのグループが，ともに手を

携えることになりました。手を携えて活動していくなかで，自らが支援の力をつけるた

めには，また，支援を効果的に行うためには，関係する機関・団体・グループがネット

ワークをつくる必要があるとの認識に至りました。しかし，支援のネットワークをつく

るためには，これら６つのグループだけでは力不足でした。 

 

そこで，かねてよりつくば市で子育て支援サークルの調査研究を行ってきた「筑波大

学大学院人間総合科学研究科ヒューマン・ケア科学専攻共生教育学（教育社会学）研究

室」が，ネットワークづくりのお手伝いをすることになりました。同研究室が，ノウ・

ハウを提供したり，調査活動を行ったり，事務局の働きをしたりすることで，ネットワ

ークの構築に協力することになったのです。平成 16年初夏のことです。 

 

その後，この試みは，平成16・17年度において「筑波大学社会貢献プロジェクト」に

採択されました。「プロジェクト」では，ネットワークの構築を望む「子育て広場」と協

力して，「つくば市子育て支援ネットワーク かるがも・ねっと」を仮発足させました。 

 

「かるがも・ねっと」には，現在，約 60の機関・団体・グループ・個人が名を連ねて

います（「ニュースレター」送付先）。「かるがも・ねっと」の活動を紹介しますと，これ

まで 10回の学習会を開催しました。学習会では，相互の活動について学んだり，先進事

例を視察したりしました。学習会の成果をまとめると同時に，情報交換を行う「ニュー

スレター」も，第 11号まで発行しました。つくば市の子育て支援にかかわる資源調査を

実施し，それをデータ・ベース化する準備を進めました。調査で収集した情報をもとに

市の「子育て支援モデル市町村事業」に協力し，『つくば市子育て便利帳 子育てのわ 

2005』の編集・発行を行いました。「子育て支援を考える 2005」（平成 17年７月16日）

を開いたり，つくば市地域子育て支援センター「子育てフェスティバル In けやき広

場」に協力したり，「つくばスタイルフェスタ 2005」（平成17年 10月）にブースを構え，

つくば市の子育て支援についての情報提供を行ったりしました。 

 

３月４日（土）に開催する「子育てのわ 2006」では，「かるがも・ねっと」を生み出

した「筑波大学社会貢献プロジェクト」と「つくば市子育て広場事業」が，各々，活動

の成果を報告します。そして，その成果を踏まえて，市民の皆さんとともに，つくば市

の子育て・子育て支援の在り方を考えるパネルディスカッションを行います。最後に，

仮発足している「かるがも・ねっと」を正式に発足させるべく，会則等の紹介・承認を

行います。 

【参 考】 





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


